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ベネッセ教育総合研究所（2024.7.25）より引用 株式会社ベネッセホールディングス「「メタ認知」が成績上昇に効果－自分の

学習を客観視することが大切－」（2019.3.28）より引用 

 

     進路だより             

 

◆最初の１か月が経過 自分の取り組みを振り返ろう 

 

３年生としての最初の１か月、そしてゴールデンウィークが終わりました。この１か月の生活を振り返ってみてくだ

さい。100 点満点で評価をつけるとしたら、何点ですか？ 何を、どのように改善すればよさそうですか？ こうし

た、自分の状況を客観的に認識することを「メタ認知」といいます。ベネッセと東京大学社会科学研究所の共同研究

によると、成績が上昇した高校生は、内発的な学習意欲や将来の目標を持っている（持つようになった）ことに加え、

自分の学習を客観的にとらえる「メタ認知」（｢メタ認知的方略」）を持っている（持つようになった）ことがわかりまし

た。この傾向は、特に難関大学合格者において顕著であり、「メタ認知」の有無が、成績上昇や大学合格など、高い学

習成果を上げることに効果的であることが示唆される結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担任の先生との面談も終わり、ゴールデンウィークも明けた今だからこそ、最初の１か月を客観的に振り返りまし

ょう。LHR で学習計画を立てたと思います。自分の進路実現に向けて、必要に応じて計画の軌道修正をしながら学

習を進めましょう。 

 

◆先輩の受験体験、あなたはどう生かす？ 

今年の３月に卒業した 55 期の先輩たちが回答してくれた進路アンケートについて、一部紹介します。自分自身を

振り返り、後輩に向けたアドバイスをたくさんしてくれました。最後まで挑戦してやり切った感想を書いてくれた先輩

もいれば、後悔が残ったと書いてくれた先輩もいます。大切なことは、先輩のアドバイスをただ見て終わりにするの

ではなく、自分に生かせる点はどこか、客観的にとらえる（メタ認知！）ことです。 

 

●進路結果にどの程度満足していますか？ 

 

 

  

  

 

  

  

 

             ２０２６年 5月 8日（金） 

Vol.38 第 11号（通巻 1397号）進路指導部 

大変満足している      117名（33.4%） 

まあまあ満足している  122名（34.9%） 

あまり満足していない  82名（23.4%） 

まったく満足していない 29 名（ 8.3%） 



進路結果について（自由記述）＊抜粋 

    ＜ポジティブな感想＞ 

・悔しさはあるがやり切ったから後悔はない。 

・自分の出来ることを、最後までやり切ることが大事だと気づくことができた。 

・第一志望の大学ではないが、志望上位にあった大学に合格できて嬉しい。 

・受験の結果に満足できなかった分、合格した大学で頑張りたい。 

・悔しい結果ではあるが、自分で正解の結果にしたい。 

・うまくいかなかったけど、自分の進学先で最大限成長しようと思う。 

・高一の時から目標を持ってコツコツと勉強を重ねておいて良かった。 

・（志望校に）受かってると思ってなかったので、受かってていると知って、嬉しかったです。 

・合格させていただいたからには、悔いのないようにしたいので、大学生活にむけて準備をしています。 

・後期があるのでそこまではやり切りたいと思っている。 

・指導してくださった先生方に大変感謝しています。来年度以降、経験の共有等、貢献できることがあれば協力させ

て下さい。 

・もう１年チャレンジすることになったが、この一年の経験と後悔を無駄にしないよう、家族や周りの人のサポートに

感謝して頑張っていきたい。 

・もっと上手くやれた部分もあるとも思うけど、自分なりに頑張った結果だから満足 

・学校推薦型で合格できたが、面接練習をしてくださった先生方にとても感謝しています。そして、成績に自信があ

る人、２次試験よりも面接に自信がある人はチャレンジしてみても良いと思いました。 

・試験時間内にできることはやりきったし、不合格なら不合格で受け止められる 

・勉強していてよかった 

 

＜ネガティブな感想＞ 

・進路（将来）について悩みすぎ、受験に 100%打ち込めなかった。 

・入学した時からスキマ時間活用して勉強しておくべきだった ・夏休みにもう少し勉強すべきだった。  

・共テでもっと得点を取るべきだった。・もう少し多くの大学を受験候補に入れておくべきだった 

・自分に合った入試方式をもっと研究し、選択すれば結果が変わったのではないかと思ってしまっている。 

・理想のみで志望校を決めて受験してしまい、良い結果が得られなかった。 

・入学する大学への不満や未練はあまり大きくはないが、自分が 1 年間全力を出し切り、その上でしょうがないとい

う思いを持てていなない事が 1番の後悔として残っている 

・学校推薦型受験で合格したが、結果に満足する一方で、受験があっさり終わってしまい呆然としている感覚がかな

りある。 

・夏休みの勉強時間はとても重要だと感じた。もう少しできたのではないかと思う。 

・MARCHの壁は高いです 

・もっとできる対策があったのではないかなと思った。 

 

●塾・予備校に通っていましたか？→はい 191名（54.6%）、いいえ 159名（45.4%） 

 

 

 

 

 

 

先輩たちの感想を見ると、最後までやり切った人は、進路結果に満足していると回答している傾向が全体的

に強いです。成績面で伸び悩んでいる人も、まだこれからです。今週末の河合塾の模試や今月末のベネッセの

共通テスト模試での目標は定まっていますか？ただ漫然と模試を受けるのではなく、目標設定→受験→振り

返り・復習→学習計画の修正…と PDCAサイクルを意識しましょう。 



●通っていた予備校・塾の満足度（通っていた生徒のみ）※５名以上のもの        ●１週間あたりの通塾回数 

 

 

●校内の講習を受講しましたか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●講習についての感想＊抜粋 

・同じ教科で単元や難易度で分けられている点が良かった。苦手な部分に重きを置いて受けることができた。 

・埼玉県立大学志望者専用の講習がかなりためになった。・古文、漢文の講習が良かった 

・共通テスト演習がよかった。・世界史の知識を深めることができた。 

・高校三年生次に現代文を受講して本当によかった。分かりやすく解き方を解説して頂き、苦手を克服できた。 

・日本史の講習でこれまでに出てきたものを分かりやすく表にして教えていただいたので、復習や整理が出来た。 

・英語の長文を読み進めるうちに知らない語彙がその都度覚えられた。・授業での理解不足を補えた。 

・苦手な教科の勉強をするきっかけがつくれた。・朝講習は早起きの習慣もついて後々助かった。 

・朝早く来るのが大変だったが、友達と励まし合って、自分を奮い立たせて勉強できた。 

・自分で勉強できない人にとっては、勉強時間の確保という面で有効と感じた。 

・受講したことで特別に成績が変わったわけではないが学習の継続に役立った。 

・先生に質問する機会を講習で増やせてありがたかった。・無料で行ってくれるのはありがたい。 

・講習の予習 2時間がかかってしまった。夏季講習は受けるなら絞った方がいい。 

 

●赤本はいつごろから本格的に解き始めましたか。 

 

 

 

 

 

塾・予備校 河合塾 

マナビス 

東進 

ハイスクール 

東進 

衛星予備校 

ナ

ビ

オ 

武田

塾 

個別指

導学院 

臨海 

セミナ

ー 

人数 49 25 22 27 7 13 15 

大変満足 18 8 6 8 3 2 8 

ある程度満

足 

22 10 11 15 1 8 3 

どちらとも

いえない 

4 3 3 2 1 3 2 

やや不満 5 3 2 2 2 0 1 

不満 0 1 0 0 0 0 1 

１回 22名（11.5％） 
2回 18名 (9.4％) 
3回 24名 (12.6％) 
4回 18名 (9.4％) 
５回以上 109名 (57.1％) 

２年生以前   ３名（0.9％） 

3年１学期  5名 (1.4％) 

3年夏休み 70名 (20％) 

3年 2学期前半 81名 (23.1％) 

3年 2学期後半以降 191名 (54.6％) 



●英語４技能試験で受験に活用したもの（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●英語の資格（英語４技能試験）として 「活用した試験の種類、級、スコア 」、 利用した「大学・学部・

学科・受験方式、」およびその感想＊抜粋 
・英検準 1級 2380点 東京理科大学共通テスト方式に利用  

→結局不合格だったが、英検も受験に通用すると言う事がわかって良かった。 

・英検 2級 2255点 千葉大学工学部 前期 →少しだけ加点されたのでよかった。 

・英検 S-CBT準１級 2205点  東洋大学共通テスト利用、明治学院大学 A日程で利用 

→英語が苦手だったため、本番で試験を受けなくて良かったことで心に余裕ができた。 

・英検 2級 1996点 茨城大学 工学部 機械システム工学科 前期で利用  

→使えて本当に良かったです 

・英検 2級 2022点 文教大学 教育学部 学校教育課程 数学専修 全国入試で利用 

→このスコアでも 300点中の 80点になるからけっこうありがたいです。 

合格点が 175点くらいなので国語と数学で 100点とれれば良く、気が楽だった。 

・英検準１級 2489点 千葉大学、国際教養学部、国際教養学科、前期試験 で利用し合格。 

・英検 S-CBT 準１級 2338点 CEFR B2 IELTS 総合スコア 6.0 CEFR B2 

→お茶の水女子大学・文教育学部・言語学科・新フンボルト入試 で利用し合格。 

・英検２級 2119点 東洋大学文学部哲学科一般四教科、日本大学文理学部哲学科共通テスト利用 

→私立大で使えるので国公立志望も必須。日東駒専レベルを受験の場合、スコア 2150点は欲しい。 

・英検準 1級 2352点 東洋大学・経営学部・マーケティング学科・共通テスト利用 3科目型、4科目型 

→東洋大学くらいの滑り止めだと準 1級が共テ 100点換算になるので共テを多少失敗しても大丈夫という安心

感に繋がった。出来たら準 1級を計画的に2年生終わるまで、遅くて3年生 1学期が終わるまでに取った方が

いい。夏休みまで持ち込まない。 

・英検準１級 2443点  

上智大学 外国語学部 英語学科 共通テスト併用／総合グローバル学部 共通テスト併用 

→個人的な利用の仕方としては多少の加点もしくは準１以上保有が前提の大学の出願しかしなかったため恩恵は感じていないが、準

１級を取る過程で得た英語力の増強は第一志望の国立大学も含め受験勉強に大いに役立った。 

・英検 S-CBT 2級 2082点 聖路加国際大学 看護学部 看護学科 A方式 東京慈恵会医科大学 医学部 看護学科 一般で利用 

→どちらの大学も 70点換算。ネットでは「90点いかないと落ちる。英検利用の意味がない。」と書かれていたので不安でしたが、年

によって倍率も違うので、デタラメな情報を信じすぎず、受けてみるといい。 

・英検 2級 2047点 東京家政大学・健康科学部・看護学科・総合型実用英語技能検定利用入試 

→エントリーシートの作成は大変だったが早い段階で合格がもらえたことで思い切ってその後の入試に臨めて、受けて良かった。 

・英検 S-CBT 準一級 2330点 立教大学社会学部メディア社会学科共テ利用と一般受験、 

東洋大学社会学部メディアコミュニケーション学科の共テ利用 

→私立文系で国語や社会が得意な場合は、夏までに古文漢文と社会科目を固め、並行しながら秋まで英検を粘っても良いと思う。2

年 1 月から 11 月まで、6 回受けたが、対策時間に比べ問題の相性の部分が大きい。共テのリスニングリーディングは一対一の割合

だが、英検ではリスニングの割合が低いので、リスニング苦手勢は英検の場合他の分野を対策しきれば準１級相当の点が得られる。 

・英検準１級不合格だが 2213点 獨協大学 経済学部経営学科 外検利用、 東洋大学 経営学部 共通テスト利用 経済学部 総合政

策 共通テスト利用、立教大学 環境学部 共通テスト利用 個別試験 

→東洋大学を確実な滑り止めにするなら換算 100%を目指すべき。立教は英検も出したが共通テストの得点で受かったと思う。 


